
岩
手
史
学
研
究

第
九
十
三
号
(
二
O
一
二
年
七
月
)

災
害
時
の
文
化
財
保
護
に
か
か
わ
る
行
政
と
民
間
の
役
割
に
つ
い
て

は
じ
め
に

こ
こ
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
文
化
財
被
害
に
岩
手
県
内
で
対
応

し
て
き
た
民
間
団
体
で
あ
る
岩
手
歴
史
民
俗
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動

内
容
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
災
害
時
の
文
化
財
の
保
護

活
動
に
か
か
わ
る
行
政
と
民
間
(
団
体
・
個
人
と
も
)
と
の
関
係
性

や
役
割
分
担
、
果
た
す
べ
き
責
務
に
つ
い
て
触
れ
て
い
く
。
(
佐
藤
)

佐

藤

由
紀
男

里子

文

夫

菅

て
岩
手
歴
史
民
俗
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動

l
、
岩
手
歴
史
民
俗
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
発
足

岩
手
歴
史
民
俗
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
震
災
よ
り
ほ
ぼ
一
ヶ
月
半
を

経
過
し
た
四
月
二
六
日
に
発
足
し
た
。
構
成
団
体
は
岩
手
県
文
化
財

愛
護
協
会
・
岩
手
考
古
学
会
・
岩
手
史
学
会
・
岩
手
民
俗
の
会
・
蝦

夷
研
究
会
の
五
団
体
で
、
同
日
開
催
さ
れ
た
連
絡
会
議
で
組
織
の
概

要
を
決
定
し
た
。
そ
の
あ
ら
ま
し
を
、
そ
の
後
の
推
移
を
含
め
て
述

べ
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

(
二
正
式
な
名
称
は
、
岩
手
歴
史
民
俗
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
東
日

本
大
震
災
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
冗
漫
な
名
称
か
も
し
れ
な



い
が
、
従
来
は
個
別
的
な
協
力
関
係
し
か
な
か
っ
た
こ
れ
ら
の
団
体

が
恒
常
的
に
協
同
で
き
る
場
k
し
て
「
岩
手
歴
史
民
俗
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
を
設
け
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
最
初
の
共
同
作
業
と
し
て

「
東
日
本
大
震
災
対
策
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
む
と
い
う
趣
旨

で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
間
の
活
動
の
な
か
で
自
称
・
他
称
と
も
に

「
岩
手
ネ
ッ
ト
」
あ
る
い
は
「
岩
手
歴
民
ネ
ッ
ト
」
の
呼
称
が
定
着

し
て
い
る
(
以
下
、
岩
手
、
不
ツ
ト
と
略
記
)
。

(
二
)
発
足
段
階
で
主
要
な
活
動
を
、
被
災
文
化
財
の
状
況
把
握
・

情
報
の
共
有
、
被
災
文
化
財
救
援
活
動
へ
の
協
力
・
支
援
な
ど
と
し

た
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
岩
手
県
教
育
委
員
会
、
県
内
の
市
町
村
教
育

委
員
会
と
連
携
し
つ
つ
行
っ
て
い
く
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
。
た
だ
、

先
進
的
な
他
県
の
文
化
財
ネ
ッ
ト
が
精
力
的
に
被
災
文
化
財
の
救
援

活
動
を
行
う
な
か
で
、
そ
の
経
験
も
人
的
資
源
に
も
欠
け
る
岩
手
ネ

ッ
ト
に
何
が
で
き
る
か
、
当
初
か
ら
の
課
題
で
あ
り
、
現
在
に
お
い

て
も
ま
た
然
り
で
あ
る
。

(
三
)
組
織

①
前
述
の
五
団
体
だ
け
で
な
く
、
各
地
域
の
歴
史
愛
好
家
の
団

体
、
あ
る
い
は
古
文
書
を
読
む
会
な
ど
の
参
加
を
呼
び
か
け
る
こ
と

と
し
た
が
、
実
際
に
は
こ
れ
は
実
現
し
て
い
な
い
。

②
五
団
体
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
二
名
程
度
の
メ
ン
バ
ー
を
も
っ
て
、
連

絡
会
議
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
。
二

O
一
一
年
度
は
ほ
ぽ
毎
月

一
回
の
連
絡
会
を
開
催
し
た
。
な
お
、
代
表
及
川
和
哉
(
岩
手
県
文

化
財
愛
護
協
会
)
、
副
代
表
熊
谷
常
正
(
岩
手
考
古
学
会
)
、
事
務
局

菅
野
文
夫
・
佐
藤
由
紀
男
(
岩
手
史
学
会
て
そ
の
他
連
絡
会
議
の

メ
ン
バ
ー
は
、
伊
藤
博
幸
(
蝦
夷
研
究
会
)
、
大
石
泰
夫
(
岩
手
民

俗
の
会
)
、
兼
平
賢
治
(
岩
手
史
学
会
)
、
中
田
功
一
(
岩
手
民
俗
の

会
)
、
樋
口
知
志
(
蝦
夷
研
究
会
)
、
誉
田
慶
信
(
岩
手
史
学
会
)
、

松
本
博
明
(
岩
手
民
俗
の
会
)
、
八
木
光
則
(
岩
手
考
古
学
会
)
、
安

田
隼
人
(
岩
手
史
学
会
)
で
あ
る
(
五
十
音
順
)

0

(

官
野
)

2
、
四
月
か
ら
八
月
の
活
動

以
下
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
(
二
会
二
(
六
)
は
岩
手
、
不
ツ

卜
の
独
自
活
動
と
し
て
連
絡
会
議
で
取
り
組
む
こ
と
が
決
定
さ
れ
た

も
の
、
(
三
)
(
四
)
(
五
)
は
岩
手
ネ
ッ
ト
で
の
情
報
提
供
を
通
じ

て
連
絡
会
議
お
よ
び
構
成
団
体
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
た
も
の
で
あ

ヲ@。

円
ノ
』

(
二
文
化
財
被
害
調
査

本
ネ
ッ
ト
の
構
成
団
体
の
ひ
と
つ
で
あ
る
岩
手
史
学
会
は
、
四
月

一
八
日
付
で
全
会
員
に
被
害
調
査
票
を
郵
送
し
、
文
化
財
の
被
害
状

況
の
調
査
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
貴
重
な
情
報
も
得
ら
れ
た
も
の

の
、
会
員
所
在
地
の
偏
り
も
あ
り
、
全
体
と
し
て
み
れ
ば
岩
手
県
に



お
け
る
被
災
状
況
を
知
る
上
で
は
不
十
分
な
結
果
に
終
わ
っ
た
こ
と

は
否
め
な
い
。

そ
こ
で
岩
手
ネ
ッ
ト
発
足
後
の
最
初
の
作
業
と
し
て
、
五
月
の
第

二
週
に
、
県
内
各
市
町
村
教
育
委
員
会
宛
に
調
査
票
を
郵
送
し
て
被

害
状
況
の
提
供
を
依
頼
し
た
。
多
く
の
回
答
が
寄
せ
ら
れ
、
文
化
財

被
害
の
状
況
が
あ
る
程
度
掌
握
で
き
た
。
そ
の
結
果
、
震
災
被
害
が

甚
大
な
自
治
体
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
に
、
文
化
財
被
害
の
状
況
が
未

解
明
で
あ
る
こ
と
も
か
え
っ
て
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
郵
送
等
に
よ

る
被
害
調
査
に
限
界
が
あ
る
こ
と
、
現
地
調
査
が
必
要
で
あ
る
こ
と

が
痛
感
さ
れ
た
。

3
に
述
べ
る
大
槌
町
で
の
調
査
が
計
画
さ
れ
た
所

以
で
あ
る
。
な
お
、
市
町
村
教
育
委
員
会
へ
の
同
様
の
調
査
は
岩
手

県
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
す
で
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
市
町
村
教
育

委
員
会
へ
は
二
度
手
聞
を
と
ら
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
反
省
点
で
あ

ヲ
む
。

(
二
)
救
出
活
動

先
述
の
通
り
、
岩
手
、
ネ
ッ
ト
と
し
て
は
独
自
の
文
化
財
救
出
活
動

を
実
施
す
る
十
分
な
体
制
は
な
か
っ
た
が
、
六
月
五
日
に
三
人
の
メ

ン
バ
ー
が
陸
前
高
田
市
立
図
書
館
に
お
も
む
き
、
被
災
図
書
類
の
救

出
活
動
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
図
書
類
は
、
近
世
の
漢
籍
、
明
治
時

代
の
教
科
書
、
市
史
編
纂
関
係
の
も
の
と
思
わ
れ
る
資
料
(
古
文
書

や
公
文
書
の
コ
ピ

l
)
、
昭
和
初
期
の
公
文
書
な
ど
で
、
段
ボ
ー
ル

ニ
O
箱
ほ
ど
、
約
一

0
0
0
冊
で
あ
る
。
同
日
盛
岡
大
学
へ
搬
入

し
、
六
月
一
八
日
に
岩
手
ネ
ッ
ト
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
陰
干
し
、
砂

落
と
し
な
ど
の
作
業
を
行
っ
た
。

(
三
)
岩
手
県
立
博
物
館
の
被
災
文
化
財
修
復
活
動
へ
の
協
力

岩
手
県
立
博
物
館
は
、
(
財
)
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
埋
蔵
文

化
財
セ
ン
タ
ー
と
と
も
に
、
岩
手
県
に
お
け
る
被
災
文
化
財
救
出
、

修
復
事
業
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
古
文
書
等
の
資
料
に
つ
い
て
い

え
ば
、
震
災
直
後
よ
り
陸
前
高
田
市
立
図
書
館
架
蔵
の
「
吉
田
家
文

書
」
を
は
じ
め
、
多
く
の
被
災
文
化
財
が
搬
入
さ
れ
、
現
在
に
至
る

ま
で
修
復
作
業
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

と
く
に
四
月
初
頭
搬
入
直
後
の
古
文
書
類
は
、
津
波
被
害
の
た
め

に
海
水
に
つ
か
り
泥
に
ま
み
れ
て
お
り
、
放
置
す
れ
ば
気
温
の
上
昇

に
よ
る
カ
ビ
の
被
害
の
潟
大
が
懸
念
さ
れ
、
相
当
の
人
数
を
投
入
し

短
期
間
で
洗
浄
す
る
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
。
そ
こ
で
岩
手
大
学
・
盛

岡
大
学
の
教
員
が
中
心
に
な
り
、
両
大
学
の
学
生
に
呼
び
か
け
、
こ

れ
に
応
じ
た
多
く
の
学
生
が
四
月
中
旬
よ
り
五
月
の
連
休
明
け
ま
で

の
ほ
ぼ
一
ヶ
月
間
、
洗
浄
作
業
に
協
力
し
た
。
な
お
、
こ
の
と
き
の

岩
手
大
・
盛
岡
大
教
員
が
、
岩
手
ネ
ッ
ト
発
足
後
は
そ
の
中
核
部
分

と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
後
も
、
岩
手
ネ
ッ
ト
の
メ
ン
バ
ー
で
歴
史
学
・
宗
教
学
・
考

古
学
を
専
門
と
す
る
も
の
数
名
が
、
同
館
で
の
近
世
資
料
の
修
復
作

qu 



業
に
恒
常
的
に
参
加
じ
て
‘
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

同
四
)
ぺ
他
国
体
の
救
出
活
動
へ
の
参
加

巴
六
月
初
旬
の
国
文
学
研
究
資
料
館
に
よ
る
釜
石
市
役
所
行
政
文
書

の
救
出
活
動
に
、
七
月
二
日
の
釜
石
市
・
岩
手
県
立
博
物
館
に
よ
る

釜
石
第
一
中
学
校
収
蔵
資
料
の
救
出
活
動
な
ど
に
、
岩
手
、
不
ツ
ト
連

絡
会
議
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
て
い
る
。

(
五
)
岩
手
史
学
会
大
会

岩
手
ネ
ッ
ト
の
構
成
団
体
で
あ
る
岩
手
史
学
会
は
、
七
月
一
七
日

(
日
}
の
本
年
度
大
会
(
於
ア
イ
l
ナ
(
岩
手
県
民
情
報
セ
ン
タ
ー
)

七
階
・
岩
手
県
立
大
学
ア
イ
l
ナ
キ
ャ
ン
パ
ス
)
で
、
例
年
の
研
究

発
表
会
に
代
え
て
緊
急
報
告
会
「
震
災
と
文
化
財
」
を
開
催
し
た
。

(
六
)
岩
手
県
復
興
計
画
案
へ
の
パ
ブ
リ

γ
ク
コ
メ
ン
ト
の
提
出

岩
手
県
は
六
月
付
で
『
岩
手
県
東
日
本
大
震
災
津
波
復
興
計
画
復

興
基
本
計
画
(
案
)
」
を
発
表
し
、
七
月
末
日
ま
で
の
期
間
、
こ
れ

に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
た
。
岩
手
ネ
ッ
ト
で
は

連
絡
会
議
で
こ
れ
を
検
討
し
、
七
月
二
八
日
付
で
こ
れ
へ
の
意
見
書

を
県
に
提
出
し
た
。
(
菅
野
)

3
、
岩
手
県
大
槌
町
の
文
化
財
被
害
調
査

岩
手
ネ
ッ
ト
で
は
六
月
以
降
四
回
の
連
絡
会
議
で
の
準
備
を
経

て
、
九
月

1
一
月
に
か
け
て
大
槌
町
に
お
い
て
、
同
町
教
育
委
員
会

と
の
連
携
の
も
と
に
、
文
化
財
被
害
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果

は
『
岩
手
県
上
閉
伊
郡
大
槌
町
被
災
文
化
財
確
認
調
査
報
告
書
』

(
岩
手
、
ネ
ッ
ト
二

O
一
二
)
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
。
紙
幅
の
関
係

上
、
こ
こ
で
は
調
査
結
果
は
報
告
書
に
ゆ
ず
り
、
調
査
の
方
法
と
経

過
の
み
を
記
す
。

(
二
調
査
の
方
法

①

調

査

準

備

A

調
査
方
法
の
参
考
事
例

震
災
時
に
お
け
る
文
化
財
等
の
救
援
・
調
査
方
法
は
、
す
で
に
相

当
の
経
験
の
醤
積
が
あ
る
が
、
今
回
は

N
P
O
法
人
宮
城
歴
史
資
料

保
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
方
法
を
主
に
参
考
と
し
て
、
被
災
地
に
お
け

る
悉
皆
調
査
と
、
そ
の
事
前
準
備
で
あ
る
被
災
地
内
の
文
化
財
等
の

所
蔵
者
及
び
所
在
地
特
定
の
た
め
の
文
献
調
査
を
実
施
し
た
。

B

調
査
地
の
区
分

大
槌
町
の
地
区
名
に
沿
い
、
浪
板
・
吉
里
吉
里
・
赤
浜
・
安
渡
・

町
方
・
小
鎚
・
大
槌
・
金
沢
の
八
地
区
に
区
分
し
た
。
そ
し
て
、
直

接
的
な
被
災
域
で
あ
る
浪
板
・
吉
里
吉
里
・
赤
浜
・
安
渡
・
町
方
地

区
と
大
槌
・
小
鎚
地
区
の
一
部
(
安
渡
地
区
、
町
方
地
区
に
近
接
し

-14-



て
い
る
地
域
)
を
調
査
対
象
と
し
た
。

C

文
献
調
査

東
日
本
大
震
災
で
は
、
大
槌
町
に
お
い
て
も
多
く
の
文
化
財
が
被

災
し
た
。
県
町
指
定
・
未
指
定
に
係
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
の
救
援
と
応

急
処
置
が
望
ま
れ
た
わ
け
だ
が
、
町
内
に
所
在
す
る
文
化
財
の
全
体

的
及
び
個
別
的
な
記
録
は
必
ず
し
も
整
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
、
大
槌
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
槌
町
史
』
上
巻
(
大
槌

町
役
場
一
九
六
六
)
等
の
文
献
を
も
と
に
文
化
財
を
悉
皆
的
に
抽
出

し
、
こ
れ
と
『
ゼ
ン
リ
ン
の
住
宅
地
図
大
槌
町
』
等
を
照
合
す
る
こ

と
で
、
所
蔵
者
及
び
所
在
地
特
定
の
概
要
把
握
を
行
っ
た
。

②
悉
皆
調
査
(
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
)

悉
皆
調
査
は
、
上
述
の
文
献
調
査
を
も
と
に
作
成
し
た
「
大
槌
町

歴
史
資
料
所
在
確
認
地
図
」
を
参
考
と
し
て
個
別
確
認
を
行
い
、
文

献
調
査
の
結
果
と
個
別
確
認
の
結
果
を
「
大
槌
町
被
災
歴
史
資
料
所

在
確
認
調
査
票
」
に
記
入
す
る
と
と
も
に
、
現
況
の
写
真
撮
影
を
行

う
と
い
う
方
法
で
実
施
し
た
。
た
だ
し
、
文
献
調
査
で
特
定
し
た
所

蔵
者
及
び
所
在
地
は
、
あ
く
ま
で
も
概
容
把
握
に
過
ぎ
ず
、
必
ず
し

も
正
確
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
悉
皆
調
査
時
に
周
辺
住
民

へ
の
聞
き
取
り
を
行
い
、
そ
の
特
定
に
努
め
る
こ
と
に
し
た
。

③
調
査
票
の
整
理
と
報
告
書
の
作
成

調
査
参
加
者
の
各
人
が
作
成
し
た
調
査
票
一
は
事
務
局
で
語
句
な
ど

の
統
一
を
行
っ
た
後
、
大
槌
町
教
育
委
員
会
に
お
い
て
基
礎
資
料
と

し
て
保
管
す
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
調
査
票
を
基
に
『
岩
手
県
上
閉

伊
郡
大
槌
町
被
災
文
化
財
確
認
調
査
報
告
書
』
を
作
成
・
刊
行
す
る

こ
と
に
し
た
。

(
二
)
調
査
の
体
制
と
経
過

①

調

査

体

制

岩
手
ネ
ッ
ト
の
独
自
活
動
と
し
て
実
施
し
た
が
、
遠
来
よ
り
お
越

し
の
方
々
を
含
め
、
岩
手
ネ
ッ
ト
構
成
団
体
以
外
の
み
な
さ
ま
の
ご

協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
岩
手
大
学
学
生
の
参
加
を
得

た
。
ま
た
現
地
で
は
大
槌
町
文
化
財
審
議
委
員
の
方
々
よ
り
さ
ま
ざ

ま
な
ど
教
示
を
賜
っ
た
。
こ
の
場
を
か
り
で
御
礼
申
し
上
げ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

②

調

査

経

過

〈
九
月
一
日
・
二
日
〉
吉
里
吉
里
地
区
、
浪
板
地
区
の
調
査
を
実

施
し
た
。

〈一

O
月
一
九
日
・
二

O
日
〉
前
回
の
調
査
で
被
災
を
確
認
し
た

吉
里
吉
里
地
区
の
前
川
家
資
料
の
陰
干
し
、
簡
易
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、

写
真
撮
影
、
分
類
を
吉
里
吉
里
地
区
体
育
館
で
実
施
し
た
。
前
川
家

資
料
の
内
、
古
文
書
は
二

O
日
に
盛
岡
市
に
搬
出
し
、
処
理
の
た
め

に
岩
手
県
立
博
物
館
に
搬
入
し
た
。

〈一

O
月
二
九
日
・
三

O
日
〉
前
回
に
引
き
続
き
前
川
家
資
料
の

陰
干
し
と
写
真
撮
影
を
吉
里
吉
里
地
区
体
育
館
で
実
施
し
た
。
掛
け

に
-u

『

1
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軸
の
一
部
は
三

O
日
に
盛
岡
市
に
搬
出
し
、
古
文
書
と
同
様
、
処
理

の
た
め
に
岩
手
県
立
博
物
館
に
搬
入
し
た
。
ま
た
赤
浜
地
区
・
安
渡

地
区
と
町
方
地
区
の
調
査
を
実
施
し
た
。

〈
一
一
月
五
日
・
六
日
〉
町
方
地
区
の
調
査
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
大
槌
地
区
の
調
査
と
吉
里
吉
里
・
赤
浜
地
区
の
補
足
調
査
を
実

施
し
た
。

〈
一
月
一

O
日
〉
町
方
地
区
、
安
渡
地
区
の
補
足
調
査
と
台
野
家

文
書
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
た
。
今
回
の
調
査
で
大
槌
町
内
の
直

接
的
な
被
災
範
囲
と
そ
の
近
接
地
の
現
況
確
認
が
終
了
し
た
。
(
菅

野
)二

、
文
化
財
保
護
に
か
か
わ
る
行
政
と
民
間
の
役
割

執
筆
者
の
一
人
で
あ
る
佐
藤
は
現
在
の
職
場
に
赴
任
す
る
前
は
、

大
規
模
地
震
の
発
生
が
予
測
さ
れ
て
い
る
東
海
地
方
の
市
で
博
物
館

や
文
化
財
保
護
部
局
に
勤
務
し
て
い
た
。
特
に
赴
任
直
前
の
一
年
間

は
文
化
財
保
護
グ
ル
ー
プ
の
責
任
者
と
し
て
、
文
化
財
全
般
の
保
護

を
担
当
す
る
立
場
で
あ
っ
た
。
今
回
は
民
間
団
体
の
事
務
局
と
し
て

微
力
な
が
ら
も
文
化
財
の
保
護
に
か
か
わ
っ
た
訳
で
あ
り
、
行
政
と

民
間
の
両
者
に
関
与
し
た
者
と
し
て
、
今
回
の
活
動
を
行
い
な
が
ら

痛
感
し
た
こ
と
の
幾
っ
か
を
述
べ
て
み
た
い
。
な
お
、
こ
う
し
た
活

動
に
関
す
る
課
題
や
問
題
点
は
す
で
に
幾
人
か
の
方
が
執
筆
さ
れ
て

い
る
が
、
新
潟
大
学
の
矢
田
俊
文
氏
が
秋
田
県
公
文
書
館
研
究
紀
要

第
一
八
号
掲
載
論
文
で
極
め
て
適
切
な
指
摘
を
さ
れ
て
い
る
(
矢
田

二
O
二
一
)
。
秋
田
県
公
文
書
館
の
ホ
ー
ム
ぺ

l
ジ
で
公
開
さ
れ
て

い
る
の
で
、
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
氏
の
指
摘
と
重
複

す
る
部
分
は
紙
幅
の
関
係
上
、
で
き
る
だ
け
省
略
し
て
述
べ
て
い
く

こ
と
に
す
る
。

ー
、
市
町
村
の
文
化
財
保
護
行
政
に
お
け
る
災
害
時
の
対
応

文
化
財
行
政
担
当
者
で
あ
っ
た
時
か
ら
一
貫
し
て
い
る
私
の
考
え

方
は
、
災
害
時
に
お
け
る
文
化
財
保
護
活
動
の
中
心
は
市
町
村
の
文

化
財
保
護
部
局
で
あ
り
、
岩
手
ネ
ッ
ト
の
よ
う
な
民
間
の
文
化
財
関

連
団
体
の
活
動
は
、
市
町
村
と
連
携
し
、
協
力
も
し
く
は
提
言
す
る

立
場
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
今
回
の
大
槌
町
で
の
岩
手
、
不
ツ
ト

の
活
動
も
、
町
教
育
委
員
会
と
連
携
し
て
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ

の
活
動
内
容
を
教
育
委
員
会
の
文
化
財
担
当
者
は
常
に
把
握
を
し
て

い
た
。今

回
の
大
震
災
時
に
は
、
岩
手
県
教
育
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、

県
立
博
物
館
、
(
財
)
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
比
較
的
被
害
の

少
な
か
っ
た
内
陸
部
の
市
町
村
教
育
委
員
会
の
文
化
財
担
当
者
の
協

力
を
得
て
、
被
災
し
た
沿
岸
部
各
市
町
村
の
埋
蔵
文
化
財
(
遺
物
と

記
録
類
)
や
壊
滅
的
被
害
を
受
け
た
陸
前
高
田
市
立
博
物
館
・
図
書

館
の
資
料
(
県
指
定
の
吉
田
家
文
書
を
含
む
)
の
救
出
が
な
さ
れ
、

円。



保
存
の
た
め
の
処
理
も
進
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
文
化
財
保
護
行
政
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
生
か
さ
れ
た
好
例
で
あ
る
。
ま
た
、
岩
手
ネ
ッ
ト

が
関
与
し
た
前
川
家
資
料
も
岩
手
県
立
博
物
館
に
搬
入
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
が
、
こ
れ
は
、
町
教
育
委
員
会
か
ら
県
教
育
委
員
会
へ
の
依

頼
文
書
に
よ
り
成
さ
れ
て
い
る
。
未
指
定
文
化
財
の
処
理
に
つ
い
て

も
文
化
財
保
護
行
政
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
生
か
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
た
だ
し
、
現
実
的
に
都
道
府
県
の
文
化
財
保
護
部
局
が
災
害
時

に
直
接
対
応
で
き
る
文
化
財
は
、
公
共
施
設
で
あ
る
博
物
館
や
図
書

館
な
ど
の
所
蔵
品
や
行
政
が
管
理
し
て
い
る
埋
蔵
文
化
財
、
そ
し
て

国
・
都
道
府
県
の
指
定
・
選
定
・
登
録
の
文
化
財
に
す
ぎ
な
い
。
市

町
村
の
指
定
文
化
財
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
都
道
府
県
の
事
情

次
第
で
あ
ろ
う
し
、
い
わ
ゆ
る
未
指
定
の
文
化
財
に
つ
い
て
は
、
ほ

ぽ
不
可
能
で
あ
る
。
市
町
村
指
定
文
化
財
の
保
護
を
市
町
村
が
担
う

の
は
当
然
と
し
て
、
未
指
定
の
文
化
財
の
保
護
も
、
地
域
住
民
と
密

接
な
関
係
を
構
築
し
て
い
る
市
町
村
の
文
化
財
保
護
部
局
に
し
か
担

え
な
い
部
分
で
あ
る
。
ま
た
、
国
や
都
道
府
県
指
定
・
選
定
・
登
録

の
文
化
財
に
つ
い
て
も
日
常
的
に
所
有
者
等
と
接
し
て
い
る
の
は
市

町
村
の
文
化
財
担
当
者
で
あ
り
、
こ
う
し
た
文
化
財
の
災
害
時
の
対

応
に
も
市
町
村
の
文
化
財
保
護
部
局
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
大
き

し
か
し
、
市
町
村
の
職
員
の
多
く
は
災
害
時
に
は
対
策
要
員
と
し

て
動
員
さ
れ
る
こ
と
が
通
例
で
あ
り
、
避
難
所
な
ど
の
担
当
者
に
選

任
さ
れ
た
場
合
に
は
そ
れ
は
長
期
間
に
及
ぶ
。
か
つ
て
の
私
も
対
策

要
員
と
し
て
の
派
遣
先
が
決
ま
っ
て
い
た
が
、
文
化
財
全
般
の
保
護

を
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
期
聞
は
、
そ
れ
を
免
除
し
て
い
た
だ

き
、
文
化
財
保
護
の
窓
口
を
確
保
し
て
い
た
。
兼
務
で
あ
っ
て
も
構

わ
な
い
の
で
、
災
害
時
の
文
化
財
保
護
の
窓
口
確
保
は
、
市
町
村
の

文
化
財
保
護
部
局
が
必
ず
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
窓
口
が
き
ち
ん
と
確
保
さ
れ
て
い
な
い
と
、
文
化
財
保
護
に
か
か

わ
る
民
間
団
体
が
活
動
を
行
う
場
合
に
も
、
地
元
市
町
村
と
の
連
携

が
な
さ
れ
ず
、
文
化
財
の
所
有
者
・
管
理
者
と
の
個
別
な
関
係
で
し

か
、
活
動
が
行
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
市
町
村
が
長
年
に

わ
た
り
蓄
積
し
て
き
た
文
化
財
に
か
か
わ
る
情
報
が
共
有
さ
れ
な
い

事
態
に
陥
り
、
そ
の
活
動
に
も
大
き
な
支
障
が
生
じ
る
こ
と
に
な

る
。
そ
れ
は
都
道
府
県
の
文
化
財
保
護
部
局
の
活
動
や
文
化
庁
が
国

立
文
化
財
機
構
や
文
化
財
・
美
術
の
関
係
団
体
に
設
置
を
要
請
し
た

「
救
援
委
員
会
」
(
平
成
二
三
年
三
月
三

O
日
付
、
文
化
庁
次
長
決
定

「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
被
災
文
化
財
等
救
援
事
業
(
文
化
財
レ

ス
キ
ュ
ー
事
業
)
実
施
要
項
」
)
の
活
動
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
う
し
た
諸
国
体
の
活
動
を
遅
延
さ
せ
る
要
因
に
も
な
っ
て

1
レ
ふ
革
、
つ
。
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2
、
未
指
定
文
化
財
の
保
護
と
悉
皆
調
査

市
町
村
の
文
化
財
保
護
部
局
の
日
常
業
務
の
中
心
は
、

埋
蔵
文
化



財
と
指
定
・
選
定
・
登
録
文
化
財
に
か
か
わ
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、

一
部
の
自
治
体
に
み
ら
れ
る
未
指
定
の
文
化
財
は
文
化
財
保
護
行
政

の
対
象
外
と
す
る
風
潮
は
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

例
え
ば
、
文
化
財
保
護
法
第
二
条
一
に
よ
る
有
形
文
化
財
の
規
定

は
「
建
造
物
、
絵
画
、
彫
刻
、
工
芸
品
、
書
跡
、
典
籍
、
古
文
書
そ

の
他
の
有
形
の
文
化
的
所
産
で
我
が
固
に
と
っ
て
歴
史
上
文
は
芸
術

上
価
値
の
高
い
も
の
(
以
下
省
略
ご
で
あ
る
。
そ
し
て
第
二
七
条

で
「
文
部
科
学
大
臣
は
、
有
形
文
化
財
の
う
ち
重
要
な
も
の
を
重
要

文
化
財
に
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
第

三
条
で
は
政
府
及
び
地
方
公
共
団
体
の
任
務
と
し
て
「
文
化
財
が
わ

が
国
の
歴
史
、
文
化
等
の
正
し
い
理
解
の
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
も
の
で
あ
り
、

E
っ
、
将
来
の
文
化
の
向
上
発
展
の
基
礎
を
な

す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
そ
の
保
存
が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ

う
に
、
周
到
の
注
意
を
も
っ
て
こ
の
法
律
の
趣
旨
の
徹
底
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。
地
方
公
共
団
体
の
文
化
財
保
護

条
例
に
お
け
る
文
化
財
の
規
定
も
、
保
護
法
の
規
定
に
準
拠
し
て
い

る
。
「
歴
史
上
ま
た
は
芸
術
上
価
値
の
高
い
」
と
す
る
規
定
に
媛
昧

な
部
分
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
も
の
の
、
文
化
財
保
護
行
政
の
対

象
は
す
べ
て
の
文
化
財
で
あ
り
、
指
定
・
選
定
・
登
録
さ
れ
た
一
部

の
文
化
財
に
限
定
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

前
述
の
よ
う
に
岩
手
史
学
会
や
岩
手
ネ
ッ
ト
で
は
東
日
本
大
震
災

に
よ
る
被
災
文
化
財
の
実
態
把
握
に
努
め
た
が
、
未
指
定
の
文
化
財

の
様
相
は
ほ
と
ん
ど
分
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
こ
と
も
あ
っ
た

た
め
、
大
槌
町
を
対
象
と
し
た
悉
皆
調
査
を
実
施
し
て
、
そ
の
情
報

を
町
に
提
供
す
る
と
と
も
に
、
被
災
文
化
財
把
握
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

と
す
る
こ
と
に
し
た
訳
で
あ
る
。
未
指
定
の
文
化
財
も
文
化
財
保
護

行
政
の
対
象
で
あ
る
か
ら
、
当
然
そ
の
実
態
を
把
握
す
る
責
務
は
行

政
に
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
通
例
で

あ
る
(
私
自
身
、
行
政
の
文
化
財
担
当
者
で
あ
っ
た
時
に
は
悉
皆
調

査
ま
で
は
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
)
か
ら
、
今
回
の
よ
う
な
災
害
時

に
文
化
財
保
護
部
局
は
文
化
財
の
被
災
の
有
無
す
ら
把
握
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
し
た
中
で
も
、
い
わ
ゆ
る
レ
ス
キ
ュ
ー
活
動

は
行
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
個
別
の
対
応
で
あ
り
、
文
化
財
総
体
に
対

す
る
計
画
的
な
対
応
が
で
き
な
い
た
め
、
文
化
財
保
護
行
政
と
し
て

は
極
め
て
不
備
な
結
果
に
な
っ
て
し
ま
う
。
市
町
村
の
文
化
財
保
護

部
局
は
、
平
時
に
文
化
財
の
悉
皆
調
査
な
ど
を
実
施
し
、
そ
の
現
状

を
把
握
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
は
文

化
財
保
護
法
第
九
五
条
で
そ
の
周
知
が
規
定
さ
れ
、
分
布
調
査
な
ど

が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
同
様
の
調
査
は
文
化
財
全
般
で
必
要
で
あ

ヲ@。
市
町
村
の
文
化
財
部
局
の
中
に
は
、
文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養

成
を
目
的
と
す
る
講
座
を
以
前
か
ら
開
催
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

る
。
佐
藤
も
先
般
、
静
岡
県
浜
松
市
の
こ
う
し
た
講
座
に
講
師
と
し

て
招
か
れ
、
岩
手
県
の
現
状
や
岩
手
、
ネ
ッ
ト
の
活
動
、
そ
し
て
平
時
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に
お
け
る
文
化
財
の
悉
皆
調
査
の
必
要
性
を
話
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
出
席
者
の
人
数
も
多
く
て
市
民
の
関
心
は
高
く
、
ま
た
終
了
後

に
一
部
の
受
講
生
と
短
時
間
で
は
あ
る
が
懇
談
し
た
時
に
も
、
積
極

的
な
姿
勢
が
う
か
が
え
た
の
で
、
こ
う
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

の
協
力
を
得
て
悉
皆
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
は
十
分
可
能
で
あ
る
と

い
う
印
象
を
持
っ
た
。
実
際
、
浜
松
市
で
は
石
造
文
化
財
の
悉
皆
調

査
を
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て
実
施
し
た
こ
と
が
あ

ヲ
令
。

岩
手
ネ
ッ
ト
が
行
っ
た
悉
皆
調
査
で
は
、
教
育
委
員
会
と
連
携
す

る
と
と
も
に
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
な
ど
、
町
内
の
文
化
財
に

詳
し
い
方
の
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
訪
問
先
の
方
々

か
ら
も
文
化
財
に
関
す
る
多
く
の
ご
教
示
を
い
た
だ
き
、
大
変
感
謝

し
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
は
、
文
化
財
に
対
す
る
関
心
が
決
し
て
低
く

は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

市
町
村
の
文
化
財
担
当
者
は
多
忙
で
あ
る
が
、
研
究
者
や
有
識
者

の
方
々
、
そ
し
て
多
く
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
れ
ば
、

こ
う
し
た
調
査
は
可
能
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
特
に
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
参
加
は
、
文
化
財
保
護
思
想
の
普
及
と
い
う
点
で
も
重
要

で
あ
る
。
ま
た
、
市
町
村
史
(
誌
)
の
編
纂
事
業
と
関
係
し
て
笑
施

す
る
の
も
一
つ
の
方
法
で
あ
ろ
う
。
(
佐
藤
)

お
わ
り
に

東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
以
上
が
経
過
し
、
文
化
財
に
関
す
る
現

実
的
な
大
き
な
課
題
一
つ
は
、
被
災
地
か
ら
レ
ス
キ
ュ
ー
し
た
資
料

の
現
地
へ
の
返
還
の
仕
方
で
あ
る
。
被
災
し
た
施
設
や
個
人
宅
が
復

旧
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
が
、
資
料
は
現
地
で
保
管
さ
れ
、
文
化
財

保
護
法
が
記
す
よ
う
に
、
「
文
化
の
向
上
発
展
の
基
礎
を
な
す
も
の
」

と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
は
言
う
ま
で
も
無
い
。
難

し
い
問
題
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
の
方
策
と
実
現
の
道
筋
を
考
え
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

岩
手
県
の
個
別
の
課
題
と
し
て
は
、
未
設
置
で
あ
る
文
書
館
・
公

文
書
館
の
設
立
が
あ
る
。
過
去
の
文
書
類
の
み
な
ら
ず
、
今
回
の
震

災
関
係
の
行
政
文
書
の
保
存
と
公
聞
に
も
不
可
欠
な
施
設
で
あ
る
。

こ
の
点
は
岩
手
史
学
会
と
し
て
も
東
北
史
学
会
と
連
名
の
要
望
書
を

準
備
中
で
あ
る
。

な
お
、
二

O
一
二
年
三
月
に
は
千
葉
県
で
「
千
葉
歴
史
・
自
然
資

料
救
済
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
(
千
葉
資
料
救
済
ネ
ッ
ト
ご
が
発
足
し
、

静
岡
県
で
も
「
静
岡
県
文
化
財
等
救
済
、
不
ヅ
ト
ワ

l
ク
」
が
発
足
し

た
。
千
葉
資
料
救
済
ネ
ッ
ト
は
千
葉
大
学
や
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
、
千
葉
歴
史
学
会
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
発
足
し
た
が
、
静
岡
県

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
静
岡
県
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課
が
中
心
に
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な
っ
て
発
足
し
た
組
織
で
あ
り
、
図
書
館
、
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ

ー
、
博
物
館
関
係
団
体
、
文
化
財
建
造
物
監
理
士
団
体
、
市
町
村
の

文
化
財
保
護
部
局
、
大
学
の
歴
史
・
美
術
系
研
究
室
、
文
化
財
関
係

N
P
O法
人
な
ど
が
加
盟
済
み
で
あ
り
、
現
在
加
盟
国
体
を
募
集
し

て
い
る
。
歴
史
学
や
民
俗
学
・
考
古
学
の
研
究
団
体
も
加
盟
す
る
で

あ
ろ
う
。
都
道
府
県
の
文
化
財
保
護
部
局
の
災
害
対
応
の
一
つ
の
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
注
目
し
た
い
。
詳
細
は
静
岡
県
教
育
委
員
会
文

化
財
保
護
課
の
ホ

l
ム
ペ

l
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
参

照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
(
佐
藤
)
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